
気に入らないﾄﾘﾃなんて

もう僕は知らない

ルール補足

<トリックテイキングゲームの基本ルール>
(これに追加ルールを加えて遊びます)

・親から時計回りに手番を行う

・全員が手番順に手札からカードを一枚ずつ場に

出していき、1番強いカードを出したプレーヤーが、
場のカードを総取りする

・場のカードを総取りすることを「トリックを取る」と

いう

・トリックを取ったプレーヤーが次の親となる

・全員の手札が尽きるまでカードを出し合い、最も

トリックを取ったプレーヤーが勝利する

<A . B. >
ノットマストフォローのトリックテイキング

追加ルール：

・自分の１つ前の手番のプレーヤーが出した色と

同じ色を出してはいけない

・A. では数字が大きいほど強く、B.では数字が小
さいほど強くなる

ただし、自分の１つ手前以外で出された色と同じ

色を出すことは許されています。

また、どうしても１つ手前と同じ色を出すしかない

(手札にその色のカードしかない) 場合は、同じ色
を出すことも許されますが、

たとえそれが場で一番強いカードであっても、トリッ

クを取ることはできません。

例) ルールAの場合(1)
aが親.
全員１つ手前のプ

レーヤーと違う色

を出しているため、

cの青の5がトリッ
クを取る.

例) ルールAの場合(2)
aが親.
cは手札に赤しかな
かったため、赤の5を
出した.
ノットマストフォロー

を満たし、かつ最も

大きい数字3を出し
たbがトリックを取る.

<C. D. >
マストフォローのトリックテイキング

追加ルール：

・親の出したカードと同じ色を出さなくてはいけない

・C. では数字が大きいほど強く、D.では数字が小
さいほど強くなる

どうしても親と違う色を出すしかない(手札にその
色のカードがない)場合は、違う色を出すことも許さ
れますが、

たとえそれが場で一番強いカードであっても、トリッ

クを取ることはできません。

例) ルールCの場合(1)
Aが親.
全員が親と同じ色を

出しているため、最

も大きい数字9を出
したBがトリックを取
る.

例) ルールCの場合(2)
aが親.
bは手札に黄しかな
かったため、黄の5を
出した.
マストフォローを満た

し、かつ最も大きい

数字7を出したdがト
リックを取る.



<A’. B’.>
切り札ありマストフォローのトリックテイキング

C. D.のルール＋以下追加ルール：
・黄色のカードは他の色のカードよりも強い

このルールでは、カードの強さの順が
黄色のカード>親の出した色のカード(黄色以外)>
それ以外の色のカード
になります。
ただし、マストフォローのルールは変わらないた
め、自分が親でない場合、

・親が黄色を出した
・親が黄色以外を出したが、自分の手札に同じ色
のカードがない

のときだけしか黄色はだせない、という点に変わり
はありません。
(フォローせずにいきなり黄色を出す、といったプレ
イングは不可。)

例) ルールCの場合(1)
aが親.
cは手札に青がな
かったため、黄の6を
出した.
黄色は親の出した色

よりも強いため、cが
トリックを取る.

例) ルールCの場合(2)
aが親.
b,cは手札に青がな
かったため、それぞ

れ黄の5,6を出した.
黄色でより大きい数

字を出したcがトリッ
クを取る.

<E. F. >
全員一斉にカードを出す

上記の基本ルールとは異なり、全員一斉に手札か

らカードを一枚出していきます。

E. では一番大きい数を出した人が、F.では番小さ
い数を出した人がそのトリックを取ります。

ただし、複数のプレーヤーが同じ数字を出した場

合は無効になります。

例) ルールEの場合(1)
最大値7が重ならな
かったため、7 を出し
たdがトリックを取る.

例) ルールEの場合(2)
最大値7が重なった
ため、7 の次に大き
い6を出したaがトリッ
クを取る.

<ポーカー>
交換なしで、手札から5枚選び役を作ります。
一番強い役を作ったプレーヤーが勝利です。

<大富豪>
採用するルールはカードに記載の通りです。

一番初めに上がったプレーヤーが勝利です。

<7並べ>
パスは4回以上で脱落となります。
1と10はつながるため、1が置かれたら10、10が置
かれたら1を置くことができるようになります。
一番初めに上がったプレーヤーが勝利です。

<ボーナスゲーム>
全員ミープルを一旦手元に戻し、親から任意の色

エリアに置いていきます。

その後Cのルールで遊び、
それぞれ獲得したカードのうち、自分のミープルを

置いたエリアと同じ色のカードの枚数だけポイント

を得ます。

※トリック数での勝敗はつけません


